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Ⅴ 研究の実際

１ 学校給食を活かした授業づくりの工夫

（１ 「食」に関する年間指導計画の作成及び活用）

「食に関する指導の目標」を基に、教科等の関連を図りながら「食」に

関する年間指導計画（各学年）を作成し、活用した。

ア 「食」に関する年間指導計画の作成

○安心・安全な給食作り

の観点から、地産地消

を推進した。

○一口メモを通して、子

どもたちには地元の野

菜等を紹介している。

○家庭への情報発信の

手段として、食育だ

より「元気っ子」を

定期的に発行した。

○各教科等における食の

視点と給食の時間にお

ける「食に関する指

導」や「給食指導」を

関連させた。

○各教科等の指導に

「食」の視点を当て、そ

の他の教科や学校給

食、体験活動と関連

づけた。

○食に関する指導の目標

（特に⑤社会性）を達成

するため、給食の時間

の中に「給食指導」

の内容を計画的に位置

付け、指導に力を入

れている。

「食」に関する年間指導計画（第６学年）



- 6 -

イ 「食」に関する年間指導計画の活用（例：第６学年）

各教科等の指導に「食」の視点を当て、学校給食、体験活動と関連づ

けた指導に取り組んだ。

理科における視点

○食事がどのように養分

として体に吸収される

か、消化と吸収の仕組み

を知り、食事の重要性が

分かる。

○「よくかむ」ことの大切さを「消化と吸収」を

通して理解し、給食時間への実践につなぐ。

家庭科における視点

○給食の献立は、栄養バ

ランスのとれた一食分の

。食事であることが分かる

○学校給食の献立を生か

して、一食分の献立を考え、調理実習や家庭への

実践につなぐ。

総合的な学習の時間における視点

○昔の道具から米作りの

、様子や人々の知恵を知り

日本の食文化や食への感

謝にふれ、次の学習へと

つなぐ。

保健指導との関連

○１１月８日の「いい歯の日」

に合わせて、１１月は『 食」「

と「歯の健康 」の視点で目標」

を設定し、保健指導とつなぐ。

体験活動との関連

○「米づくり体験」を総合的な学習

の時間や社会科の学習へつなぎ、日

本の食文化等

への興味・関

心を高める。

○収穫した米

を給食で味わ

い、日本の食文化や食への感謝、地

産地消、安心・安全等 「食」に対、

する関心を高める。

「 」 （ ）食 に関する年間指導計画 第６学年
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（２ 「学級活動」における学習過程の工夫）

学級活動の活動内容では 「 ２）日常の生活や学習への適応及び健康、（

安全」に、食育の充実に資する観点から「キ 食育の観点を踏まえた学校

給食と望ましい食習慣の形成」が新たに加えられた。つまり、学級活動の

特質を踏まえ、学級活動においても食育の推進が求められている 『小学。

校学習指導要領解説（特別活動編 平成２０年８月 文部科学省 』によ）

ると 『 ２）日常の生活や学習への適応及び健康安全」は、集団での話、「（

、 、 、し合いを通して 個人の目標を自己決定し 個人で実践する児童の自主的

実践的な活動を特質としている 』と明記されている。。

そこで、一連（事前→本時→事

後）の活動過程を踏まえた学級活

動を生かした「食」に関する授業

づくりに取り組んだ。

学級活動の活動過程

○事前調査で実態を調査し 、課題

を把握する。

<子どもへの実態調査例（１年）より>

実践カードを生かし､意欲を

もたせ、達成感を味わわせる。

実践のよさを知り、自信を

深め、これからの実践の向上に

生かすなど、子どもの活動意欲

を喚起するような評価をする。

＜実践カード（１年生）より＞
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本時の活動は、自らの課題の状況を明らかにし、課題を解決するための

方法や内容などを決める学習過程で行った。

、 。つかむ ○自分の課題 ○自分や学級の現状をみつめ 課題意識をもたせる

として、一

人一人がと

らえる。

○解決方法や ○課題を解決するための方法等を考えさせる。深める

対処の仕方

などを共に

考える。

○めあてを決めさせる。

○自分の目標

や解決する決める

ための方法

などを決め

る。

○実践に向け

て意欲をも ○励ましの言葉をかける。

つ。 ○実践カードに励ましの言葉を書く。

実態調査を生

かして

給食の献立を

生かして

給食の時間を

生かして

みんなで

考える

私は、給食の先生

たちが、いっしよ

うけんめい作って

くれるから、がん

ばって食べます

栄養教諭や養

護教諭の専門

性を生かして

ひとりで

考える

栄養教諭や養

護教諭の専門

性を生かして

めあてを決め

て、実践カー

ドに書く
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（３）人材活用の工夫

専門的知識をもった人材を活かすことで、子どもの知識・理解を深め、

教育効果を高める授業づくりに取り組んだ。

ア 栄養教諭・養護教諭の専門性を活かした指導

「食」についての知識や感謝の心等を効果的に育むために、栄養教諭

や養護教諭の専門性を活かした指導に取り組んだ。

「赤・黄・緑のげんき

っず」に変身し、それ

ぞれのはたらきを理解させた。

赤・黄・緑のはたらきを理解する場

サーモグラフィーを

使って、かみごたえの

違いで顔の温度に変化があることを理解さ

。せた

かむことのよさにせまる場

朝ごはんを食べると 頭「

のスイッチ 「体のスイッ」

チ 「うんちのスイッチ」」

が入ることを養護教諭が

。 、指導した よりよい朝食の内容については

栄養教諭が指導した。

朝ごはんを食べることのよさを知る

、給食の献立を生かし

給食に使われている食

。 、材を探した 給食には

バランスよく赤・黄・

緑の食品が使われており、体によい食事で

あることを理解させた。

バランスのよい食事を理解する場

「 」食べ物の いのち

をもらって生きてい

。ることに気づかせた

、「 」 。そして いただきます の意味を考えた

食べ物への感謝をもつ場

給食の献立を使っ

て、給食の食材を探

し、給食には多くの

食品が使われている

ことに気づかせた。特に、成長期に必要な

「たんぱく質・カルシウム・ビタミン」の

はたらきについて理解させた。

多くの食品を食べることのよさを知る場
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イ 歯科医との連携

４年生の学級活動「かむことの

ひみつ」では、歯科医・歯科衛生

士と一緒に授業に取り組んだ。歯

科医が事前に学級の実態をつか

み、子どもたちの疑問に答えなが

ら指導に当たったことで、子ども

「 」たちの かむことのよさや大切さ

についての知識が深まった。

（４）評価の工夫＜実践カードの活用＞

学級活動において、自分の

めあてをもち生活の中で実践

していこうとする力を育てる

ために 「実践カード」を作、

り活用することにした。

学級だよりを通して家庭に

協力をお願いしたり、給食の

時間を実践の場としたりし

、 。て 実践意欲の向上を図った

一人一人がカードに書き込

むことで、実践の結果を自分

でふり返り、達成感や充実感

を味わうことができた。子ど

もたちの中には、家族や担任

からの言葉を何度も読み返

し、自信をつけた子どももい

食料自給率が問題になっ

ている今日 「給食の食材、

には、国産品がたくさん

使われていること 「地産」

地消を考えて献立が作ら

れ、安全・安心な食事で

」 。あること を気づかせた

地産地消、安心・安全を考える場

給食の献立の栄養バラ

ンスをグラフで表し、サ

ラダを献立に加えること

で、栄養のバランスがよ

くなることに気づかせ

た。

栄養のバランスに気づく場

かむことのよさの知識を深める場

なぜ、かむと・・

決意文

自己評価

家庭から

実践

教師の

評価
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た。また、自分でカードを作り、実践を継続する子どもも出てきた。実践

カードに「自己のめあて 「一週間の」

実践 「自己評価（感想 「保護者の」 ）」

感想」を書く欄を設けたことで、家庭

とも一緒に「食」について考える取組

となった。

保護者からは 「これは、緑だねと、

言って食べました 「赤、黄、緑を意」

識して食べました」等の感想が寄せら

れ、めあてをもって実践する子どもの姿を、家庭で温かく見守り励まし応

援する様子が伝わってきた。家庭での励ましや応援が子どもたちの意欲に

つながってきている。

（５）体験活動と関連づけた取組の工夫

体験活動をすることで、学習意欲の向上を図

り、得た知識をより確かなものにした。

見て、触って、におって、聞いて、味わう

～１・２年生 生活科の取組より～

生活科で、１年生はとうもろこしの皮むき、

２年生はグリンピースのさやむきを体験した。

食材はその日の学校給食に使われる。子ども

たちは、食材に触れ作業することで、食への興

味・関心が高まった。また、この体験は、国語

や図工の指導にも生かされている。

植えて、育てて、収穫して、味わう

～３年から６年、特別支援の取組より～

３～６年生は、田植えから稲刈りまでの「米作り」を経験する。３年生

は「大豆作り」にも挑戦している。収穫した食材は給食に使用し、食に対

する関心が高まった。

あすなろ学級（特別支援学級）の生活単元学習で

、 。 、は 四季折々の野菜づくりに挑戦した 種から育て

成長を観察しながら、収穫し、味わう体験活動に取

り組んだ。食材を通して、学校給食に興味をもち、

食に関心が高まってきた。

（６ 「食」に視点を当てた保健指導）

保健指導では 「体について知り、自分の健康は自分で守ろうとする子、

ども」の育成を目指して、計画的に日常指導を進めている 「おやつの食。

べ方 「かむことの大切さ 「わたしの体 「生活習慣病と食生活 「食べ」 」 」 」

おいしく食べました

収穫した大豆収穫した米

保護者の感想から

夏野菜を育てたよ
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物のはたらき 「望ましい食習慣」等、子どもの実態」

等に合わせて 「食」に視点を当てた指導は、教科等、

の学習や給食の時間、給食の月目標の内容等につな

がり、子どもたちの知識・理解が深まった。

（７）健康な生活に向けての一斉指導

終業式の健康指導では、養護教諭と栄養教諭が連

携を図り指導を行ってきた 「夏休みの水分補給につ。

いて 「おやつの食べ方（塩分 「生活リズム（早」 ）」

寝・早起き・朝ごはん 「食事と運動について」）」

。 、 、等を指導してきた 水分補給の必要性 塩分と健康

生活のリズム（食事と運動のバランス等）の大切さ

等を養護教諭が指導し、水分のとり方、おやつに含

まれる塩分量、具体的な食事の取り方については栄

養教諭が指導をした。

長期の休みを健康に過ごすための食生活の仕方を

考える場となった。

２ 給食の時間を要とした取組の工夫

（１）給食指導の充実

ア 給食の時間の指導

（ア）給食指導の体制づくり

全職員で共通認識をもって給食指導を行うために 「給食常時指導、

計画（給食の時間の指導 」を作成した。準備（２０分 ・食事（２） ）

０分 ・後片付け（１０分）等の時間、給食当番）

、 （ 、と当番以外の子どもの活動内容 指導者 担任

担任外）の指導事項等を明記し、共通実践事項

を確認し合った。

（イ）給食の時間の共通実践

月目標に合わせて、低学年、中学年、高学年

別に給食指導目標を設定している 実践 → 月。「 」 「

末評価｣→｢実践の見直し」で給食の時間の指導

の充実を図っている。

（ウ）月の給食目標の資料づくり

資料を作り、給食の時間の指導に活用した。資料づくりでは、目標

だけでなく目標に向けて努力すると体のためにどんないいことがある

かについても掲載することで 「食」に関する知識を深めていくこと、

ができるようにした。

（エ）給食の時間のふり返り

＜ 保 健 指 導 ＞

～ ～かむことと健康

給食目標の資料

＜水分補給の必要性＞

＞＜生活リズムと健康


